
 

 死別に伴う悲嘆は正常な反応ですが、ときに悲嘆の遷延化や精

神疾患につながる危険性があり、必要に応じた遺族への支援、い

わゆるグリーフケアが求められています。死によって故人の肉体

は失われるものの、遺族にとって故人の存在が無に帰するわけで

はありません。技術の進歩に伴い、AI活用による故人との会話や

仮想空間での再会など、遺族と故人の関係性のありようが改めて

問われています。本発表では、グリーフケアの観点から、死者と

の絆のあり方について考えてみます。 

2024年10月19日（土）14:40-17:50
 現代日本において死生学やスピリチュアルケア等についての研究が徐々に広がっています。大学や大学院における

専門分野の確立、学会の設立などといった組織・制度面でも拡充が見られますが、さらに関心を共有する個々の研究

者たちによって、さまざまな研究領域が開拓されつつあります。そのなかでも特に死別とその後の悲嘆（グリーフ）の

問題は、重要な論点として関心を集めており、それを主題化した研究拠点の形成や共同研究の進展も見られます。 

 今回のシンポジウムでは、「死の受容」についての共同研究を推進してきた桜美林大学の長谷川（間瀬）恵美先生と、

関西学院大学で「悲嘆と死別の研究センター」のセンター長として研究と実践に邁進されている坂口幸弘教授をご講

演者にお招きし、「死別と死者との絆—悲嘆のプロセスをめぐって」を主題として議論を深めます。コメンテーターと

しては、東京大学宗教学研究室・死生学応用倫理研究室の冨澤かな先生と、東京科学大学教授であり、（公財）国際宗

教研究所の常務理事をお務めの弓山達也先生をお迎えします。 

 本シンポジウムを通じて、死別と悲嘆のプロセスと、そこから浮かび上がる死者との絆について新たな学びの機会

が得られることでしょう。 

長谷川（間瀬） 
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❑
❑お申込み 
☛死生学研究所HPから

❑参加費：無料

❑お申し込み締め切り
☛10月16日(水)17時

坂口幸弘  

■プロフィール 
大阪大学大学院人間科学研究科博士課程修了、博
士（人間科学）。関西学院大学人間福祉学部人間
科学科教授。同大学「悲嘆と死別の研究セン
ター」センター長。専門は臨床死生学、悲嘆学。
死別後の悲嘆をテーマに研究・教育に携わる一方
で、ホスピスや葬儀社、保健所、市民団体などと
連携してグリーフケアの実践活動を行ってきた。
■主要業績

■プロフィール 
ルンド大学（スウェーデン）神学・宗教学研究科
博士課程修了（博士：神学）。宗教多元主義を土
台に、諸宗教間対話、キリスト教の実生化（イン
カルチュレーション）、遠藤周作文学、カクレキ
リシタンについて研究を進め、現在は音楽死生学
を研究中。
■主要業績

冨澤かな（東京大学大学院 

人文社会系研究科准教授） 

弓山達也（東京科学大学教授 

・（公財）国際宗教研究所常務理事）

コメンテーター


